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[企画趣旨]

新教育基本法には、「個性と創造性の育成」が重点目標として設定された。アメリカで60年以上の歴史をもつCPSは、この目標にせまるツールになる。このシンポジウムでは、諸領域におけるCPSを話題に、どうすれば個性や創造性や効力感やセルフエスティーム等が育つかについて討論する。
[CPSとは何か  平石　徳己]
CPS（創造的問題解決）をひと言で説明しようとすれば、まさに同名訳書『創造的問題解決』（弓野憲一監訳, 2006）の「すべての人が自分の魂の中で音楽を奏でると同じように人は問題を解決する。しかし、音楽のレッスンを受け、練習に取り組む人の方がより上手に演奏する可能性がある」（p.55）という記述に集約される。CPSは①目標・願い・挑戦の同定、②データの収集、③問題の明確化、④アイデアの生成、⑤解決策の選択・補強、⑥行動計画の作成の６つのステージで構成される。

それぞれのステージで大きな役割を果たすのが、問題解決をもたらしそうな多くのアイデアを探索・生成しようとする際に働く発散的思考と、最も見込みのあるアイデアあるいは選択されたアイデアリストへと絞り込む際に機能する収束的思考である。発散ツールとしては①ブレインストーミング法、②ブレインライティング法、③アイデアボックス法などが、また収束ツールとしては①ハイライト法、②カード分類法、③評価マトリックス法などが、それら２つのタイプの思考を効果的に推進するためのツールとして用いられる。

今後、急激な変貌を遂げつつある流動的な組
織や集団の中で、複雑な構造をもつ困難な問題に対する迅速な解決を求められるケースが、ますます増　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加していくものと考えられる。CPSは、個人あるいは集団における創造的な問題解決能力の育成あるいは最大限の能力の発揮を援助するために、組織化されプログラム化されたスキルである。

[理科教育とCPS　　内村浩]
　深い理解を伴った「生きた知識」の構成を促進するための具体的な方法とその評価法について検討することが，本発表の目的である。理科の実験活動の中で子どもたちに生きた知識を構成させるためには，決まり切った手順で行うような Cookbook Style の実験だけでは不十分である。子どもたちが理科で学んだ複数の知識を使用しながら，知識間の関係を理解し，判断し，あるいは推理するような学習状況を，意図的・計画的に組み込む必要があると考える。

　ここでは，熱の伝わり方に関する複数の知識（熱伝導，熱対流，熱放射）を実際に応用して，アルミ缶に入れたお湯ができるだけ冷めないように断熱材の組み合わせを工夫するという実験課題を用意し，これを高校１年生の４学級で実施して，その教育的効果について調査した。その結果，このような学習状況の中で，生徒たちは探究活動に強く動機付けられ，熱の伝わり方に関する科学知識について理解を深め，学習観や知識観を好ましい方向に変えたことが示唆された。

　さらに，断熱材の組み合わせを生徒に自由に考えさせる２学級（自由探究群）と，教師が決めた断熱材の組み合わせの中から選ばせる２学級（選択探究群）を設けて，創造性について比較した。その評価のために，家の模型を使って省エネについて調べる実験を計画するという課題を用意し，そのアイデア数を熱の伝わり方に関連した問題状況における創造性の尺度とした。その結果，思考の自由度が大きかった自由探究群のほうがアイデア数が多く，豊かな知識の連想ネットワークの形成が促されたことが示唆された。
[英語教育とCPS  佐藤 健]
日本の英語教育において授業が持つ役割は、長らく教師が英語という知識を学習者に一方的に教えることにあった。この結果、学習者は英語での授業とは受動的に知識を吸収する場であると捉えるようになり、それが英語学習を好まない学生増加の一因とも考えられる。
最近では単なる知識の教授だけでなく、英語でのライティングやオーラルプレゼンテーションといった自己表現活動を授業内で行う流れも出てきている。しかしそれらの多くは、英語を通して自ら考え分析した結果としての活動というよりは、授業で学んだ知識をそのまま表現しているに過ぎない。言い換えれば、授業における英語とは、依然として学習する「対象」そのものであり、英語を用いて何らかの活動を行うという、実際の言語活動の実践が軽視され続けてきたと言える。
そこで本研究は、高等教育における英語授業を知識吸収型の授業から実際の言語活動を通して学ぶ形の授業に転換する１つの方法論として、CPSの技術を利用し、英語での思考・活動を中心に据える英語授業を提案する。具体的には学習者が自らの関心でテーマを決め、授業で学んだCPSの知識・技術を利用して、その設定したテーマに対する問題解決の方法について個人あるいはグループで意見を出す。その過程で様々な問題解決法を発見し、その中で最善と思われる方法を選択し、その成果を英語でプレゼンテーションを行った後に他の学生との質疑応答に応える、という授業を実施する。

本研究の目的は、上述の授業についての構成・過程・成果を、教員の観点からだけではなく学生の観点からも詳述することにより、CPSを利用した活動重視の英語教育の持つ利点や課題を明確にし、今後の英語教育に示唆を与えることにある。

[保育者養成とCPS　西浦和樹]
保育者がCPSを必要とするのは、いかなる場面であろうか。保育計画を立てる際に、多くの教材を用意し、それらの中から選りすぐりの教材を組み合わせる場合であろうか。子どもへの問いかけの中で、「なぜ？」「どうして？」といった子どもの気づきを促す場合であろうか。あるいは、保育室内の遊具や机の配置といった環境構成を考える場合であろうか。いずれの場合であっても、CPSは、非定型的な問題解決場面に遭遇する保育者にとって有効なツールである。

本学における保育者養成カリキュラムは、保育の基礎科目を1，2年次に学び、さらに保育の専門性を高めるために心理系の専門科目を学ぶことができるように編成されている。本授業実践の目的は、保育学生にCPSの考え方を習得させることを主たる目的とした。具体的な保育事例に基づいてCPSの有用性を理解させるために、保育・教育実習の現場経験がある3年次の学生26名を授業実践の対象とした。本実践での役割は、クライアントは実習先である幼稚園や保育所の実習担当者、ファシリテーターは教員、資源グループは学生が担当した。クライアントから「自然な笑顔を作ることのできない実習生がいる」との問題提起がなされたと想定した。

授業の基本的なスケジュールは、教師による導入教育を行い、創造性の基本技能を体験させ、学生によるグループ討議を繰り返し、最終的にはレポートを作成させるという流れで進行した。

CPSに参加するメンバーが興味・関心を持てる、すなわちオーナーシップを持てるテーマを選択すること、データの収集には十分な時間を確保しておくこと、知らないメンバー同士で議論が活発になるようCPS技法を上手く活用すること、をファシリテーターは注意深く見守る必要がある。また，「グループ内でほめる」ことを基本ルールとして，議論の脱線が新しいアイデアを生むことを体験させることも必要になろう。

[総合的学習とCPS　弓野憲一]
総合的学習の時間の主要目標である「生きる力」とは、平成８年の中央教育審議会の第一次答申では、 「いかに社会が変化しようとも、自分で課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、行動し、よりよく問題を解決する資質や能力であり、また、自らを律しつつ、他人とともに協調し、他人を思いやる心や、感動する心など、豊かな人間性である」と定義されている。生きる力とCPSで育成をねらう「創造的問題解決力」とは、切っても切り離せない関係にある。
　総合的学習の先進実践校では、生徒一人ひとりが興味・関心に基づいてテーマを設定し、それを友人や教師等がサポートして、解決するに値するテーマに練り上げ、40-50時間かけて課題を解決し、最後に発表するという形式がとられる場合が多い。よりよいテーマに仕立て上げ、それを解決し発表する過程には、CPS が効果を発揮する。筆者は、学部と現職教師も含む大学院の授業において、CPSと概念地図法を取り入れて、児童・生徒に創造的問題解決力をつけるには、それらをどのように使えばいいかを念頭において授業を続けている。年間を通した創造性教育（CPSも含む）は、受講生の思考空間を拡大し、演習がたくさんあることから動機付けも高めている。最後に提出された多くのレポートに、「これからの仕事に大いに役立ちそうだ」とする期待が述べられていた。
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